
           美唄市社会福祉協議会  

介護福祉士実務者研修（通信課程）学則 

 

 

（事業者の名称・所在地） 

第 1条 本研修は次の事業者（以下、「当法人」という）が実施する。 

  一 名 称：社会福祉法人 美唄市社会福祉協議会 

  二 所在地：北海道美唄市西３条南３丁目６番２号 

 

（目的） 

第２条 介護福祉士実務者研修の学びを通じて、専門的知識及び技術を備えた介護福祉領

域の中核的存在として活躍し得る人材を養成し（社会福祉士及び介護福祉士法第４

０条第２項第５号の規定に基づく介護福祉士試験の受験資格を取得させる）、地域社

会に貢献することを目的とする。 

 

（実施課程及び形式） 

第３条 前条の目的を達成するために、介護福祉士実務者研修（通信課程）（以下「研修」

という。）を実施する。 

２  研修は通信形式を主体とし、一部面接授業を含むものとする。 

３  対象地域は北海道とする。 

 

（研修事業の名称） 

第４条 研修事業の名称は次のとおりとする。 

美唄市社会福祉協議会 介護福祉士実務者研修 （通信課程） 

（研修の会場） 

第５条 研修の講義及び演習場所は次のとおりとする。 

   一 場所：北海道美唄市西３条南３丁目６番２号  

   二 名称：美唄市総合福祉センター 

（修行年限） 

第６条 研修の「修業年限」は原則６ヶ月とする。 

 

（定員及び学級数） 

第７条 １学級の定員は１５名とする。 

２ 1年間の学級数は４学級とする。 

 



（教育課程及び授業時間数） 

第８条 本講座の教育課程及び授業時間（実時間）数は、別表１のとおりとする。 

 ２ 養成課程の科目、教育に含むべき内容及び到達目標は、「社会福祉養成施設及び 

   介護福祉士養成施設の設置及び運営に係る指針について」（平成 20年 3月 28日 

   社援発第 0328001号厚生労働省社会援護局長）に定める内容に準拠する。 

     

（履修免除） 

第９条 既に訪問介護員養成研修等を修了している者については、「実務者研修における 

「他研修等の修了認定」の留意点について（平成 23年 11月４日社援基発１１０４第 

１号厚生労働省社会・援護局福祉基盤課長）に基づき、別表２のとおり取り扱うもの 

とする。 

（休業日） 

第１０条 休業日は次のとおりとする。 

ただし、当法人が必要と認める場合には休業日を変更することがある。 

一  年末年始  １２月２９日～1月３日 

   二  土曜日・日曜日・祝祭日 （面接授業実施日を除く。） 

 

（受講対象者） 

第１１条 受講の対象は下記の条件を満たす者とする。 

一 介護（職）に従事する又は従事しようとする者、及び介護福祉士の資格取得を目

指している者 

二  受講に支障のない心身ともに健康である者 

三  受講に必要な基礎学力があると認められる者 

四  面接授業（スクーリング）を含む全ての過程を修了することが可能な者 

 

(入所時期) 

第１２条  入所の時期は、３月、６月、９月、１２月の年４回とする。 

 

（入所手続き） 

第１３条  入所手続きは以下の通りとする。 

一  受講予定者は本講座受講申込期間に申込用紙および科目の修了認定証明証を

当法人に提出する。 

二  当法人は、書類審査の上、受講の決定を行い、受講決定通知書を受講生あてに

通知する。 

三  受講決定通知書を受け取った受講予定者は、受講料を当法人に納入する。 

四  当法人は、受講料の納入を確認した後、受講生に教材を郵送する。 



（退学） 

第１４条  退学をしようとする受講生は、退学願を提出し、養成施設長の許可を得なけれ

ばならない。 

 

（休学） 

第１５条  受講生は、疾病その他やむを得ない理由により就学をすることができない場

合は休学願いを提出し、養成施設長の許可を得なければならない。この場合にお

いて、休学の理由が疾病による時は、医師の診断書を提出しなければならない。 

２ 休学の期間は、最長で１年とする。 

（復学） 

第１６条  休学していた学生が、休学の理由が消滅し、復学しようとするときは、復学願

いを提出し、養成施設長の許可を得なければならない。 

（教職員組織） 

第１７条  当法人に次の各号に掲げる教職員を置く。 

一 養成施設長    

二 専任教員     

三 兼任講師     

四 事務職員     

（教員会議） 

第１９条  当法人に教員会議を置き、前条に掲げる者をもって組織する。 

２ 教員会議は、養成施設長が召集し、その議長になる。 

３ 教員会議は、次の事項について審議する。 

一 教育課程の編成に関する事項 

二 受講生の募集に関する事項 

三 受講生の修了に関する事項 

四 研修課程上必要な施設、設備に関する事項 

五 教員の選考に関する事項 

六 その他必要と認める事項 

（除籍） 

第２０条 次の各号に該当する者は、教員会議の議を経て、養成施設長が除籍する。 

一 面接授業をすべて無断欠席した者 

二 死亡の届出があった者 

三 性行不良で改善の見込みがない者 

四 本研修課程の秩序を乱し、その他受講生としての本分に著しく反した者 

五 その他、本講座の受講生として不適切と本校が認めた者 

 



（通信授業の実施方法及び評価） 

第２１条  通信授業の実施方法及び評価は、以下の通りとする。 

一 受講生は、授業科目ごとの時間数を自宅学習し、示された学習課題について、

それぞれ定められたところにより e-ラーニングもしくはレポートで評価を受

ける。 

二 各科目の添削問題で e-ラーニングもしくはレポートの成績評価は、各 100 点

を満点とし、70点以上を合格、６９点以下を不合格とする。 

三 e-ラーニングの成績評価が不合格の場合、指定する期限、方法により、合格す

るまで再回答とする。 

四 レポートの成績評価が不合格の場合、指定する期限、方法によりレポートを再

提出とし、合格するまで再提出とする。 

五 受講生は、教材の内容についてファックス又は電子メールにより質問するこ

とができるものとし、質問に関する郵送料、通信料は、受講生の負担とする。 

 

 

（面接授業の実施方法及び評価） 

第２２条 面接授業（スクーリング）の実施方法及び評価は以下のとおりとする。 

一 介護課程Ⅲは、第８条に定める授業科目および時間数又は回数とする。 

二 介護課程Ⅲの開催時期等については、別に定めるところによる。 

三 面接授業では科目の理解度を評価するため、小レポートを提出させる。 

四 介護課程Ⅲの講師による修了試験（実技試験）を実施し、修得度を 100点満

点として 70点以上を合格、69点以下を不合格とする。 

五 医療的ケア演習においては、別表 3に示す規定回数以上の演習、基準を満た

すことで合格とする。 

六 面接授業の会場において、授業開始から 10分以上遅れた場合は欠席とする。

また、やむを得ず欠席する場合は、事前に欠席届を提出するものとする。 

七 面接授業に参加できない場合については、補講を受講するか、別期間開催の

面接授業で当該授業を受講することにより、出席したものとみなす。 

八 補講費用は 1時間で介護過程Ⅲ5000円、医療的ケアが 5000円とする。 

     九 別期間開催の面接授業を受講する場合は無料とする。 

ただし定員に空きがある場合のみとする。 

 

（課程修了の認定） 

第２３条 第８条 別表１の教育課程の定めるところにより修了すべき科目についての 

e—ラーニングもしくはレポートの評価、面接授業の成績及び出席状況を判定し、 

その合格者に対して、養成施設長は、課程の修了を認定し、修了証明書を授与する。 



（受講料） 

第２４条   受講料は以下の通りとする。 

 

受講者の所有資格 受講料 eラーニン

グ 

(消費税込) 

郵送通信授業 

（通信添削方式） 

  (消費税込) 

テキスト代金 

(消費税込) 

介護職員初任者研修   ￥ 90,000    ￥120,000   ￥15,400 

訪問介護員養成研修１級   ￥ 60,000   ￥ 65,000 ￥ 4,400 

訪問介護員養成研修 2級   ￥ 90,000    ￥120,000 ￥15,400 

介護職員基礎研修   ￥ 40,000   ￥ 45,000 ￥ 2,200 

無資格   ￥120,000    ￥150,000     ￥17,600 

                     

２、受講料の納入方法 

  一  支払い方法は一括納入とする。 

二  指定の期日までに所定の銀行口座に振り込むこととする。 

三  指定の期日までに本校事務窓口に直接納入する。 

 

（受講料の返還） 

第２５条 受講料については、自然災害などの不可抗力、本校の都合により中止した場合に 

限り返還する。研修開始後は、理由の如何を問わず、一切返還しない。 

 

（学則の改廃） 

第２６条  この学則の改廃は教員会議の議を経て、養成施設長の承認を得るものとする。 

第２７条  この学則に定めるもののほか必要な事項は、養成施設長が別に定める。 

 

（個人情報の取り扱い） 

第２８条  当法人が把握した、受講生の個人情報については、厳重に管理し、使用にあた

っては適切な取り扱いをする。 

２ 当法人で知りえた個人情報については、守秘義務があり、他の者には一切漏ら

さない。 

 

 

 

 

 

 



別表 1 科目及び授業時間数 

 指定規則上の科目名 
（時間数） 時間数 

人間の尊厳と自立 
（５） 

５ 

社会の理解Ⅰ 
（５） 

５ 

社会の理解Ⅱ 
（３０） 

３０ 

介護の基本Ⅰ 
（１０） 

１０ 

介護の基本Ⅱ 
（２０） 

２０ 

コミュニケーション技術 
（２０） 

２０ 

生活支援技術Ⅰ 
（２０） 

２０ 

生活支援技術Ⅱ 
（３０） 

３０ 

介護過程Ⅰ 
（２０） 

２０ 

介護過程Ⅱ 
（２５） 

２５ 

介護過程Ⅲ 
（４５） 

４５ 

こころとからだのしくみⅠ 
      （２０） 

２０ 

こころとからだのしくみⅡ 
      （６０） 

６０ 

発達と老化の理解Ⅰ 
（１０） 

１０ 

発達と老化の理解Ⅱ 
（２０） 

２０ 

認知症の理解Ⅰ 
（１０） 

１０ 

認知症の理解Ⅱ 
（２０） 

２０ 

障害の理解Ⅰ 
（１０） 

１０ 

障害の理解Ⅱ 
（２０） 

２０ 

医療的ケア 
（５０） 

５０ 

     合   計 
     （４５０） 

 
４５０ 

   ※「医療的ケア」は講義５０時間とは別に演習を修了する必要があります。 

 



別表２ 届出の必要がない研修にかかる修了認定科目 

教育内容 実務者 

研修時間数 

介護職員 

初任者研修 

 訪問介護員研修 

１級 ２級  ３級 

介護職員

基礎研修 

その他 

全国研修 

人間の尊厳と自立 ５ 免除 免除 免除 免除 免除  

社会の理解Ⅰ ５ 免除 免除 免除 免除 免除  

社会の理解Ⅱ ３０  免除   免除  

介護の基本Ⅰ １０ 免除 免除 免除  免除  

介護の基本Ⅱ ２０  免除 免除  免除  

コミュニケーション

技術 

２０  免除   免除  

生活支援技術Ⅰ ２０ 免除 免除 免除 免除 免除  

生活支援技術Ⅱ ３０ 免除 免除 免除  免除  

介護課程Ⅰ ２０ 免除 免除 免除  免除  

介護課程Ⅱ ２５  免除   免除  

介護課程Ⅲ 

(スクーリング) 

４５     免除  

こころとからだの

しくみⅠ 

２０ 免除 免除 免除  免除  

こころとからだの

しくみⅡ 

６０  免除   免除  

発達と老化の理解

Ⅰ 

１０  免除   免除  

発達と老化の理解

Ⅱ 

２０  免除   免除  

認知症の理解Ⅰ １０ 免除 免除   免除 認知症 

実践者研修 

認知症の理解Ⅱ ２０  免除   免除 認知症 

実践者研修 

障害の理解 Ⅰ １０ 免除 免除   免除  

障害の理解 Ⅱ ２０  免除   免除  

医療的ケア ５０

（※） 

     喀痰吸引

等研修 

実務者研修 

受講時間数 

４ 

５ 

０ 

３ 

２ 

０ 

９ 

５ 

３ 

２ 

０ 

４

２

０ 

５ 

０ 

 

※「医療的ケア」は講義５０時間とは別に演習を修了する必要があります。 



別表３ 

＜ 医療的ケア演習合格基準 ＞ 

喀痰吸引 口腔内・鼻腔内吸引・気管カニューレ内部それぞれのシミュレー

ター演習を５回以上、最終３回の実施時に不成功が１回もないこ

とで合格とする。 

経管栄養 胃ろう又は腸ろう・経鼻、それぞれのシミュレーター演習を５回

以上、最終３回の実施時に不成功が１回もないことで合格とす

る。 

救急蘇生法演習 １回以上行う。 

 

 


